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令和２年度 第１回学校保健委員会

１ 期 日 令和３年２月１２日（金）

２ 参加者

学校医 学校歯科医 学校薬剤師 教育後援会会長 学校評議員 主任児童員

ＰＴＡ会長 ＰＴＡ副会長 ＰＴＡ各学年委員長 ＰＴＡ教養保健厚生委員長・副委員長

校長 教頭 教務主任 保健主事 生徒指導主事 体育主任 給食主任 養護助教諭

各担任（児童下校後参加）

３ 資料

Ⅰ 保健教育の取り組みについて・・・・・・・・・・保健主事

Ⅱ 児童の健康状況について・・・・・・・・・・・・養護助教諭

Ⅲ 本校の感染症対策について・・・・・・・・・・・養護助教諭

Ⅳ 体力向上の取り組みについて・・・・・・・・・・体育主任

Ⅴ 児童のメディア機器使用調査 について・・・・・生徒指導主事

Ⅵ 新型コロナウイルス感染症対策について

（日本在宅ケアアライアンス HP より）・・・・・米田薬剤師より紹介



筑西市立嘉田生崎小学校 学校保健委員会会則

１ 名 称 この委員会は，筑西市立嘉田生崎小学校学校保健委員会という。

２ 目 的 本委員会は，本校児童の健康について協議し，それを推進することを目的とする。

３ 活動内容 本委員会は，前項の目的を達成するために，次の事項を行う。

① 保健活動の振興をはかるための対策

② 保健活動の年間計画及び月別計画の検討

③ 保健に関する施設・設備の改善と活動状況の検討

④ 関係機関・諸団体との連絡調整

⑤ その他必要な事項

４ 組 織 本委員会には，次の委員及び役員を置く。

① 委員

ァ 学校医等 （学校医・学校歯科医・学校薬剤師）

ィ 学校職員 （校長・教頭・教務主任・保健主事・生徒指導主事

体育主任・給食主任・養護助教諭）

ゥ ＰＴＡ （代表）

ェ 教育後援会（代表）

オ 主任児童委員

カ 学校評議員

② 役員

委員長１名，副委員長２名，幹事２名（学校職員）

ァ 役員は，委員の互選による。

ィ 委員長は，会を代表し，会務を総理する。

ゥ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長不在の時これを代行する。

ェ 幹事は，会の事務を処理し，学校職員をもってあてる。

５ 任 期 委員の任期は，１年とする。

６ 運 営 本委員会は，年２回開催する。ただし，必要あるときは，臨時に開くことができる。

委員会は，委員長が招集する。

７ 付 記 この会則は，昭和５３年２月１０日から施行する。

この会則は，平成１２年２月２１日一部改正

この会則は，平成１７年２月２３日一部改正

この会則は，平成１７年６月２９日一部改正

この会則は，平成２６年６月 ４日一部改正



令和２年度 学校保健委員会名簿一覧表
番号  役 職 名 等 備 考

1  学校歯科医（委員長 ） 高野歯科医院

2  学校医：内 科（副委員長） 大田医院

3  学校医：耳鼻科 奥沢耳鼻咽喉科医院

4  学校医：眼 科 おくだ眼科クリニック

5  学校薬剤師（副委員長） 協和調剤薬局

6  教育後援会会長

7  学校評議員

8  学校評議員

9  学校評議員

10  学校評議員

11  ＰＴＡ会長

12  ＰＴＡ副会長

13  ＰＴＡ副会長

14  ＰＴＡ副会長

15  １学年委員長

16  ２学年委員長

17  ３学年委員長

18  ４学年委員長

19  ５学年委員長

20  ６学年委員長

21  PTＡ教養保健厚生委員長

22  PTＡ教養保健厚生副委員長

23  PTＡ教養保健厚生副委員長

24  校長

25  教頭

26  教務主任

27  保健主事（幹事）

28  生徒指導主事

29  養護助教諭 給食主任（幹事）

30  体育主任



Ⅰ保健教育の取り組みについて

１ 本校のめざす学校保健・安全

「 心身ともに健康で，安全な生活ができる『かたおっ子』の育成」

２ 月別の保健目標と指導

毎月の保健目標に合わせて，保健指導に取り組んできました。教員同士で声を掛け合ったり，担任から学級で

児童に指導をしたり，「今週の目標」に設定することで児童同士で声を掛け合ったりすることで，健康について意

識しながら生活することができました。

月 目標 学校での指導・呼びかけ

５ 身のまわりを清潔に

しよう

・風邪やコロナウイルスの感染予防に努めるために，手洗いとう

がいの習慣化を図る。（通年）

・登校時の健康観察をよく行う。

６ 衛生的な生活をしよう ・梅雨時の衛生や生活の仕方を考える。

（ハンカチを身に付ける指導，手の洗い方の指導）

・気温や湿度に合わせて，衣服の調整をする。

７ 規則正しい生活をしよう ・こまめに水分補給を行い，熱中症の予防に努める。

・机の中とロッカーの荷物の整理整頓を心がける。

８ 規則正しい生活をしよう ・こまめに水分補給を行い，熱中症の予防に努める。

・規則正しい生活を続けられるよう指導する。

（早寝・早起き・朝ご飯）

９ 手を洗おう ・こまめに水分補給を行い，熱中症の予防に努める。

・ハンカチを身に付ける指導をする。

１０ 目を大切にしよう ・視力検査を行い，児童の実態を

把握し，個に応じた配慮をする。

・正しい姿勢で読書や学習に取り

組む。

１１ 寒さに負けない体を

つくろう

・バランスの良い食事をするように

意識づけをする。

・外で元気に遊び，体力をつける。

１２ 姿勢を正しくしよう ・正しい姿勢づくりを心がける。

（ポケットに手を入れて歩かない，背中を丸めて歩かない。）

・暖房器具の使い方の指導と安全点検をきちんと行う。

１ かぜを予防しよう ・外で元気に遊び，体力をつける。

・授業中や休み時間など，状況に応じた服装について考え，衣服

の調節をする。



３ 保健指導の取り組みの様子

（１）全国小学生歯みがき大会（５年生）

５年生が６月に，全国小学生歯みがき大会に参加しま

した。ＤＶＤを見ながら，歯ぐきの状態のチェックの仕

方や歯のみがき方について学びました。児童も一生懸命

取り組み，自分の歯みがきの仕方を見直すことができま

した。

（２）せいけつ調べの実施

児童が清潔を意識して生活することができるよう，毎週火曜日の朝に，下記の６点について実施しています。

実施後は，保健・給食委員会が結果をまとめ，北校舎１階廊下に掲示しています。結果には，保健・給食委

員会の児童からのお知らせ（呼びかけ）を入れ，課題があったところを，児童が意識できるようにしています。

・ハンカチかタオルがポケットに入っている

・ティッシュがポケットに入っている

・つめが短く切ってある

・名札をつけている

・朝，歯をみがいてきた

・上履きが洗ってある



Ⅱ 児童の健康状況について

１ 欠席状況

① 月別欠席者数

② 曜日別欠席者数

③ 欠席理由の内訳
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今年度は，新型コロナウ

イルス感染症予防のため，

本人や家族に発熱・風邪症

状がある場合は出席停止

になるため，出席停止の児

童数が多い。

最も出席停止者数が多

い１１月は微熱や咳の症

状があり，自宅療養をする

児童が多くいた。

③の欠席理由の内訳の

「その他」は，不定愁訴や

けが等である。



２ 保健室利用状況

① 月別利用者数

② 曜日別利用者数

③ 来室理由の内訳
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７月の保健室利用者数

が最も多い。主な来室理由

は頭痛で数名の児童が７

月中に複数回来室をして

いた。これらの児童が頻繁

に頭痛を起こしていた背

景として，休校期間中に夜

遅くまでゲームや動画を

見ていて生活習慣が乱れ

てしまったことがあげら

れる。

健康相談等とは保健室

に健康に関する相談や友

人関係の悩みがあり，来室

した児童である。



Ⅲ 本校の感染症対策について

健康管理

・感染症対策マニュアルを作成。

・児童用・来校者用の健康観察フォームを作成・

活用。

（Googleフォームを使用しスマートフォン等で
出席・健康状態を確認する。）

・職員による登校時の検温・児童の手指消毒。

・児童本人や家族等に発熱や風邪症状がある際は

自宅療養を依頼（出席停止）。

・小中連携で児童・生徒の健康状態の情報交換。

環境整備

・教室内の座席の間隔を 1．5ｍ以上空ける。
・教室前方に透明のビニールカーテンを設置。

（給食配膳時や授業中に対面する際に使用）

・教室に手指消毒用オートディスペンサーを

設置。

・水道に仕切りを設置。

（手洗い時に密を避け，うがいのしぶきの飛び

跳ね防止）

・密を避けて整列するために廊下・運動場にマ

ーキング。

・職員室にパーティション設置・職員室の分散化。

学校行事等

・遠足，宿泊を伴う旅行，校外学習ごとに感染症

対策マニュアルを作成。

・行事 2週間前後の健康観察を強化。
・消毒用アルコールや感染防止用物品等を十分に

用意し，児童に事前指導を実施。

・バス乗車中や食事の際に座席を配慮。

・ゲストティーチャー等へ感染症対策の理解や当

日の健康状態報告を依頼。

・集会等をオンラインで実施。

健康教育

・保健給食委員会の児童による感染症予防活動。

（動画作成・手洗いポスター作成・

マスクケースを作成し,配付）
・代表生活放送委員会の児童による給食時に感染

症予防についての放送。

・養護助教諭による手洗い指導。

・ほけんだより等での感染症予防の情報発信。

・感染症対策 BOOKを作成・配付。



Ⅳ 体力向上の取り組みについて

～コロナ禍における児童の体力向上の取り組み～

１ ６～７月 学校独自の体力テストの実施

本年度公式の体力テストは中止となったが，握力，長座体前屈，シャトルラン．反復横 跳
び，50ｍ走，立ち幅飛び，ソフトボール投げを感染症対策を徹底した上で実施した。上体起
こしは児童が密着した形になるため本年度は実施せず。前年度の茨城県の平均値を体育館に
掲示し，自分の記録と比較させながら体力テストを行わせるようにした。併せて，実態に合
わせて体つくり運動を行った。児童に自分の体力の現状を明らかにするることで，自分の課
題の把握，次年度の体力アップへの目標につなげることができた。

２ 秋のスポーツデーの実施

例年実施している運動会の代替行事として「秋のスポーツデー」を実施した。各学年ブロックごとに，ソー
シャルディスタンス綱引きなど，密にならない種目を実施した。徒競走はセパレートコースで実施。親子で楽
しみながら運動に親しませることで，コロナ禍で低下しているであろう運動への興味関心を高めることができ
た。

３ 持久走記録大会及び業間走の実施

11 月の業間走では，１～６年生を２ブロックに分け，曜日を指定して実施した。また，ス
タート時の密を避けるため，スタート位置をずらし，セパレート方式で行った。チャレンジ
カードを用意し，限られた時間の中で精一杯走る姿が多く見られ，児童の意欲向上，体力ア
ップを図ることができた。
持久走記録会では，たくさんの声援に支えられながら，走りきる姿をみることができた。

４ なわとび技能向上の取り組み

個人で密にならず体力アップを図ることが
できる運動として，11月～なわとび運動を推
奨している。休み時間にはなわとびの練習用
に体育館を開放・ジャンプ台を設置し，児童が
なわとびにより親しめる環境を整えた。

２月の第２週には「なわとび記録会週間」を
設け，上位者を表彰することにしている。

今後も児童が楽しみながら，運動をすきに
なれるよう取り組んでいきたい.



Ⅴ 児童のメディア機器使用調査 について

◎携帯電話，スマートフォン，タブレット端末，ゲーム端末(ネットにつながるもの)等調査◎
１ あなたは，けいたい電話，スマートフォン，タブレット端末，ゲーム端末などをもっていますか？（人）

２ 平日（月～金）に使う時間は，ふつう 1日にどれくらいですか？（人）

３ 週末（土・日）に使う時間は，ふつう 1日にどれくらいですか？（人）

４ ねる時こくは，おおよそ何時ですか。（人）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 全学年

ア 持っている 9 13 17 20 14 14 86

イ 持っていない 1 3 5 0 1 0 11

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 全学年

ア 20時前 3 4 0 0 0 0 7

イ 20～21 時前 3 4 4 2 0 2 15

ウ 21～22 時前 1 6 9 8 5 7 36

エ 22～23 時前 2 1 8 10 10 4 35

オ 23～0 時前 1 1 1 0 0 0 3

カ 0 時以降 0 0 0 0 0 1 5

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 全学年

ア 0～30 未満 2 5 3 4 1 1 15

イ 30～１時間未満 1 3 2 5 4 4 19

ウ 1～2 時間未満 1 4 8 4 6 6 29

エ 2～3 時間未満 2 1 2 4 2 3 14

オ ３時間以上 3 0 2 3 1 0 9

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 全学年

ア 0～30 未満 0 3 3 1 2 0 9

イ 30～１時間未満 1 1 2 5 2 2 13

ウ 1～2時間未満 2 5 6 4 4 4 25

エ 2～3時間未満 2 3 0 3 2 6 16

オ ３時間以上 4 1 6 7 4 2 24



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
１年

２年

３年

４年

５年

６年

全学年

１　あなたは，けいたい電話，スマートフォン，タブレット端末，ゲーム

端末などをもっていますか？

持っている 持っていない

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 全学年
0

10

20

30

２　平日（月～金）に使う時間は，ふつう1日に
どれくらいですか？

0～30未満 30～１時間未満 1～2時間未満 2～3時間未満 ３時間以上

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 全学年
0

10

20

30

３　週末（土・日）に使う時間は，ふつう1日に
どれくらいですか？

0～30未満 30～１時間未満 1～2時間未満 2～3時間未満 ３時間以上

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 全学年
0

10

20

30

40

４　ねる時こくは，おおよそ何時ですか。　

20時前 20～21時前 21～22時前 22～23時前 23～0時前 0時以降




